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▼
東
日
本
大
震
災
、
そ
の

被
害
の
映
像
は
、
こ
の
世

の
事
と
は
思
わ
れ
な
い
程

の
、
恐
ろ
し
さ
。
こ
の
大

惨
事
は
地
震
だ
け
で
な

く
、
津
波
が
も
た
ら
し
た

の
が
大
だ
と
思
う
。
津
波

に
押
し
流
さ
れ
る
大
き
な
漁
船
、車
、

そ
し
て
破
壊
さ
れ
流
さ
れ
る
家
、
そ

の
中
に
人
間
ま
で
も
、
こ
の
惨
事
に

巻
き
こ
ま
れ
て
し
ま
っ
た
、
ま
っ
た

く
ひ
ど
す
ぎ
る
。

▼
我
が
国
は
日
本
国
籍
を
有
す
る

人
々
は
自
分
の
命
と
、
財
産
資
産
を

守
る
と
言
う
事
を
国
が
称
え
て
い

る
。
各
方
面
か
ら
の
義
援
金
、
被
災

地
や
被
災
者
に
渡
っ
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
。
国
を
預
か
っ
て
い
る
国
会
議

員
の
方
々
は
、
自
分
達
の
政
権
だ
け

を
主
張
し
て
ば
か
り
で
、
与
党
も
野

党
も
政
局
よ
り
も
、
被
災
地
に
目
を

向
け
て
、
震
災
復
興
を
第
一
に
実
行

し
て
頂
き
た
い
。
そ
し
て
義
援
金
の

使
い
方
も
、
国
民
に
知
ら
せ
て
頂
き

た
い
。
各
県
美
容
組
合
も
義
援
金
を

集
め
全
美
連
に
送
っ
て
い
る
。
配
分

さ
れ
た
ら
報
告
が
あ
っ
て
良
い
の
で

は
、
集
金
だ
け
で
は
な
い
と
思
う
。

�
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開
催
通
知
日　

平
成
23
年
4
月
22
日（
金
）

開
催
日
時　

平
成
23
年
5
月
9
日（
月
）

　
　
　
　
　
　

午
前
11
時

開
催
場
所　

新
潟
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

総
代
数　

102
名

出
席
者
数　

100
名（
内
委
任
状
出
席
5
名
）

本
議
事
録
作
成
理
事　
　

髙
橋　

裕
紀
子

議
事
経
過
の
要
綱
及
び
そ
の
経
過

　

定
刻
に
至
り
、
髙
橋
総
務
部
長
が
挨
拶

を
述
べ
、
続
い
て
司
会
の
選
任
に
つ
い
て

議
場
に
諮
り
、
佐
藤
和
恵
理
事
を
選
任
、

司
会
よ
り
資
格
審
査
委
員
長
及
び
議
事
運

営
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
提
案
が
な
さ
れ

た
。

・
資
格
審
査
委
員
長

　
　

佐
藤　

敦
哉
（
新
潟
東
支
部
）

・
議
事
運
営
委
員
長

　
　

三
国　

克
明
（
村
上
支
部
）

・
副
委
員
長

　
　

青
木
美
奈
子
（
佐
渡
支
部
）

・
他
委
員
5
名

　
　

菊
池　

一
義
（
新
潟
西
支
部
）

　
　

近　
　

寅
夫
（
新
発
田
北
蒲
支
部
）

　
　

藤
田　

徹
弥
（
三
条
支
部
）

　
　

遠
藤　

正
俊
（
長
岡
支
部
）

　
　

水
沢　

三
枝
（
直
江
津
支
部
）

　

以
上
の
執
行
部
提
案
に
つ
い
て
、
こ
れ

を
議
場
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
、
全
員
の
同
意

に
よ
り
承
認
可
決
し
た
。

　

権
瓶
理
事
長
よ
り
挨
拶
の
後
、
功
寿
賞

表
彰
式
並
び
に
来
賓
祝
辞
・
祝
電
披
露
は

総
代
会
後
の
懇
親
会
に
お
い
て
執
り
行
う

旨
、
司
会
よ
り
説
明
が
な
さ
れ
た
。

日本海議
長
よ
り
、
第
6
号
議
案
に
つ
い
て
議
場

に
諮
っ
た
と
こ
ろ
承
認
さ
れ
た
。

第
7
号
議
案
　
役
員
給
与
に
関
す
る
件

　

経
理
部
長
よ
り
、
理
事
28
名
、
監
事
2

名
の
年
額
１
，
３
８
２
，
４
０
０
円
に
つ

い
て
説
明
。

議
長
よ
り
、
第
7
号
議
案
に
つ
い
て
議
場

に
諮
っ
た
と
こ
ろ
承
認
さ
れ
た
。

第�

8
号
議
案
　
共
済
規
程
・
約
款
の
一
部

変
更
に
関
す
る
件

　

総
務
部
長
並
び
に
長
尾
副
理
事
長
よ
り

共
済
加
入
者
並
び
に
給
付
対
象
者
を
明
確

に
す
る
た
め
、
給
付
金
名
称
等
を
一
部
変

更
す
る
旨
の
説
明
が
あ
っ
た
。

議
長
よ
り
、
第
8
号
議
案
に
つ
い
て
議
場

に
諮
っ
た
と
こ
ろ
承
認
さ
れ
た
。

第
9
号
議
案
　
　
そ
の
他

　

議
長
よ
り
、
執
行
部
か
ら
の
提
案
が
無

い
か
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
特
に
無
い
と
の
回

答
で
あ
っ
た
の
で
、
議
場
よ
り
質
問
を
受

　

続
い
て
佐
藤
資
格
審
査
委
員
長
よ
り
本

総
代
会
が
適
正
に
成
立
し
た
旨
を
述
べ
、

議
長
の
指
名
が
理
事
長
よ
り
な
さ
れ
た
。

・
議　

長

　
　

若
井　
　

優
（
南
魚
沼
支
部
）

　
　

小
林　

伸
一
（
西
蒲
原
支
部
）

　
　

阿
部　

恭
子
（
柏
崎
支
部
）

　

若
井
議
長
が
議
長
団
を
代
表
し
て
挨
拶

を
し
た
後
、
書
記
の
任
命
を
行
っ
た
。

・
書　

記

　
　

高
松　
　

倫
（
新
発
田
北
蒲
支
部
）

　
　

猪
又　

則
子
（
糸
魚
川
支
部
）

　

全
員
の
同
意
に
よ
り
承
認
さ
れ
た
の

で
、
議
長
及
び
書
記
は
そ
れ
ぞ
れ
着
席
し

た
。

　

続
い
て
三
国
議
事
運
営
委
員
長
よ
り
本

日
の
議
事
日
程
を
提
案
し
た
。

　
（
議
長　

若
井　

優
）

第
1
号
議
案
　
総
代
変
更
に
関
す
る
件

　

総
務
部
長
よ
り
見
附
並
び
に
小
千
谷
支

部
の
総
代
変
更
の
説
明
が
あ
っ
た
。

議
長
よ
り
、
第
1
号
議
案
に
つ
い
て
議
場

に
諮
っ
た
と
こ
ろ
承
認
さ
れ
た
。

第�

2
号
議
案
　
平
成
22
年
度
事
業
報
告
並

び
に
収
支
決
算
承
認
に
関
す
る
件

　

理
事
長
よ
り
事
業
総
括
に
つ
い
て
説
明

の
後
、
事
業
報
告
に
つ
い
て
各
担
当
部
長

よ
り
そ
れ
ぞ
れ
説
明
、
引
き
続
き
林
経
理

部
長
よ
り
平
成
22
年
度
一
般
会
計
並
び
に

共
済
会
特
別
会
計
決
算
に
つ
い
て
説
明
の

後
、
次
い
で
監
事
団
を
代
表
し
て
大
内
監

事
よ
り
監
査
報
告
「
適
正
で
あ
っ
た
」
旨

の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

　

議
長
よ
り
、
第
2
号
議
案
に
つ
い
て
議

場
に
諮
り
、
質
疑
応
答
に
入
る
。

　
（
十
日
町
支
部　

知
桐
総
代
）

　

今
後
の
営
業
に
お
け
る
参
考
に
す
る
た

め
に
美
容
所
賠
償
責
任
補
償
制
度
で
の
事

故
内
容
を
教
え
て
頂
き
た
い
。

　
（
事
務
局
）

　

対
人
は
カ
ラ
ー
剤
に
よ
る
皮
膚
の
か
ぶ

れ
、
対
物
は
カ
ラ
ー
剤
で
衣
服
を
汚
し
て

し
ま
っ
た
事
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
（
新
発
田
北
蒲
支
部　

近
総
代
）

　

Ｆ
ｒ
ｅ
ｓ
ｃ
ｏ
助
成
金
が
予
算
よ
り

50
万
円
多
く
支
払
わ
れ
た
事
に
対
し
、
説

明
を
お
願
い
し
た
い
。

　
（
竹
内
教
育
部
長
）

　

3
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災

の
被
災
者
に
対
し
、
現
地
に
出
向
い
て
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
来
た
い
と
の
申

し
出
に
賛
同
し
、
日
当
で
は
な
く
、
交
通

費
等
の
活
動
資
金
と
し
て
支
給
し
た
。
Ｆ

ｒ
ｅ
ｓ
ｃ
ｏ
以
外
の
方
々
か
ら
も
ぜ
ひ
ご

協
力
・
ご
参
加
頂
き
た
い
。

議
長
よ
り
、
第
2
号
議
案
に
つ
い
て
議
場

に
諮
っ
た
と
こ
ろ
承
認
さ
れ
た
。

（
議
長　

小
林　

伸
一
）

第�

3
号
議
案
　
平
成
23
年
度
賦
課
金
額
及

び
徴
収
方
法
の
承
認
に
関
す
る
件

第�

4
号
議
案
　
平
成
23
年
度
加
入
手
数
料

額
に
関
す
る
件

第�

5
号
議
案
　
平
成
23
年
度
事
業
計
画
並

び
に
収
支
予
算
（
案
）
承
認
に
関
す
る

件

　

経
理
部
長
よ
り
平
成
23
年
度
賦
課
金
額

及
び
徴
収
方
法
に
つ
い
て
、
平
成
23
年
度

加
入
手
数
料
額
に
つ
い
て
説
明
。
第
5
号

事
業
計
画
に
つ
い
て
は
理
事
長
よ
り
事
業

概
要
説
明
の
後
、各
担
当
部
長
よ
り
説
明
、

収
支
予
算
（
案
）
に
つ
い
て
経
理
部
長
よ

り
説
明
。
品
田
Ｆ
ｒ
ｅ
ｓ
ｃ
ｏ
運
営
委
員

長
よ
り
、
東
日
本
大
震
災
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
つ
い
て
、
ガ
レ
キ
撤
去
等
の
一

般
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
な
る
予
定
で

あ
る
が
、
支
援
団
体
と
調
整
中
で
あ
る
の

で
、
決
ま
り
次
第
ご
案
内
す
る
旨
説
明
。

議
長
よ
り
、
第
3
号
、
第
4
号
、
第
5
号

議
案
に
つ
い
て
議
場
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
承

認
さ
れ
た
。

　
（
議
長　

阿
部　

恭
子
）

第�

6
号
議
案
　
借
入
金
最
高
限
度
額
承
認

に
関
す
る
件

　

経
理
部
長
よ
り
、
災
害
等
が
生
じ
た
時

の
借
入
限
度
額
は
５
，
０
０
０
万
円
と

し
、
借
入
先
は
北
越
銀
行
新
潟
支
店
と
す

る
旨
の
説
明
が
あ
っ
た
。

第
28
回
通
常
総
代
会
開
催



組
合
本
部
事
務
所
へ
の
各
共
済
に
関
す
る
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
は
午
前
10
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
に
お
願
い
致
し
ま
す
。
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け
る
。

　
（
新
潟
東
支
部　

斉
藤
総
代
）

　

総
代
会
の
進
行
方
法
に
つ
い
て
検
討
を

お
願
い
し
た
い
。
議
案
書
は
事
前
に
全
総

代
に
配
付
さ
れ
て
い
る
の
で
、
各
部
長
は

議
案
書
を
読
み
上
げ
る
だ
け
で
な
く
、
担

当
責
任
者
と
し
て
、
報
告
す
る
際
に
事
業

の
経
緯
や
結
果
、
意
見
、
感
想
等
を
総
括

し
て
述
べ
て
頂
け
る
と
参
考
に
な
る
。
ま

た
、
年
1
回
し
か
集
ま
る
機
会
が
な
い
の

だ
か
ら
、
報
告
等
を
手
短
に
す
る
事
で
、

討
議
の
時
間
に
余
裕
が
生
ま
れ
る
と
思

う
。
会
議
時
間
に
つ
い
て
も
経
費
と
併
せ

て
節
減
を
考
え
て
は
い
か
が
。

　
（
権
瓶
理
事
長
）

　

ご
提
案
の
通
り
、慣
例
に
と
ら
わ
れ
ず
、

各
担
当
部
長
の
意
見
等
を
加
え
て
報
告
・

説
明
を
す
る
事
と
し
た
い
。

　
（
新
潟
東
支
部　

斉
藤
総
代
）

　

組
合
員
減
少
と
い
う
大
き
な
問
題
を
抱

え
て
い
る
中
、組
合
員
が
何
を
す
べ
き
か
、

各
支
部
が
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
く
べ
き

か
を
提
案
す
る
場
と
し
て
総
代
会
が
あ
っ

て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
が
い
か

が
か
。

　
（
新
潟
西
支
部　

小
林
総
代
）

　

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
場
は
必
要
か
と

思
う
が
、
総
代
会
は
形
式
的
に
決
め
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
の
で
、
従
来
通
り
で
よ
い

と
思
う
。

　
（
権
瓶
理
事
長
）

　

今
後
検
討
し
、
よ
り
良
い
総
代
会
と
な

る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。
資
料
と
し
て

の
議
案
書
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る
と

思
う
が
、
発
表
の
仕
方
を
執
行
部
は
考
え

て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
を
反
省

し
、
参
考
に
さ
せ
て
頂
く
。

　
（
新
潟
東
支
部　

斉
藤
総
代
）

　

こ
れ
ま
で
は
最
終
議
案
の
そ
の
他
の
際

の
質
疑
応
答
で
は
、
時
間
が
な
い
の
で
手

短
に
と
い
う
事
が
多
く
、
十
分
な
議
論
が

な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
思
う
の
で
、
そ

の
点
に
も
配
慮
頂
き
た
い
。

議
長
よ
り
、
第
9
号
議
案
に
つ
い
て
議
場

に
諮
っ
た
と
こ
ろ
承
認
さ
れ
た
。

　

以
上
を
も
っ
て
本
総
代
会
の
議
案
全
部

を
終
了
し
た
の
で
、
議
長
は
閉
会
を
宣
し

た
。

　

書
記
解
任
及
び
議
長
団
解
任
を
宣
し
、

議
長
団
よ
り
解
任
の
挨
拶

　

副
理
事
長
よ
り
閉
会
の
挨
拶
、
時
に
13

時
45
分

　

５
月
9
日
の
総
代
会
に
お
い
て
、
長
年
組
合
員
と
し
て
組
合
運
営
に

ご
貢
献
頂
い
た
方
々
へ
の
功
寿
賞
の
授
与
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
75
名
が
表
彰
を
受
け
ら
れ
る
事
と
な
り
、
表
彰
式
に
は
43
名

の
方
々
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。受
賞
さ
れ
た
方
々
は
以
下
の
通
り
で
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
と
も
ご
健
勝
で
ご
活
躍
下
さ
い
。

功寿賞受賞者の皆さん

功寿賞表彰式

　
功
寿
賞
を
受
賞
し
て
・
・
・

　

新
緑
の
美
し
い
爽
や
か
な
風
薫
る
五
月
吉

日
、
長
年
美
容
の
仕
事
を
さ
れ
、
今
も
元
気

で
活
躍
さ
れ
て
お
ら
れ
る
先
生
方
（
私
）
に
、

思
い
も
よ
ら
ぬ
功
寿
賞
が
贈
ら
れ
た
。
改
め

て
歳
を
重
ね
て
き
た
今
を
振
り
返
っ
て
い
ま

す
。
50
年
以
上
の
美
容
の
道
は
い
ろ
い
ろ
な

事
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
頑

張
っ
て
歩
ま
れ
て
、
今
を
築
か
れ
て
い
る
姿

は
美
し
く
輝
い
て
い
ま
す
。
共
に
学
び
過
し

た
若
い
頃
を
思
い
出
し
、
懐
か
し
い
出
会
い

に
も
な
り
、
好
き
な
美
容
の
仕
事
が
続
け
て

こ
ら
れ
た
事
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。
理
事
長

さ
ん
の
力
強
い
お
言
葉
、
組
合
役
員
関
係
者

の
皆
様
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
組
合
が
あ

り
、
い
ろ
い
ろ
な
立
場
で
育
て
て
頂
き
今
日

を
迎
え
ら
れ
た
事
、
感
謝
し
て
嬉
し
く
思
っ

て
い
ま
す
。
美
容
業
界
も
厳
し
い
現
実
で
す

が
、見
て
知
っ
て
学
ん
で
気
持
ち
を
高
め
て
、

体
（
心
）
元
気
で
お
客
様
と
共
に
良
い
仕
事

を
し
て
、
小
さ
な
店
が
お
客
様
に
目
を
向
け

て
頂
け
る
よ
う
に
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
開

店
前
の
朝
の
空
気
が
気
持
ち
を
リ
セ
ッ
ト
さ

せ
て
く
れ
て
、
歳
を
忘
れ
さ
せ
て
い
る
今
日

に
な
り
ま
し
た
。

「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。」
心
を
こ
め
て
。

�

燕
Ｋ
子

菅原　玲子様 （新 潟 西）
包　　幸子様 （新 潟 西）
羽龍真紀子様 （新 潟 西）
小野ムツ子様 （新 潟 東）
風間栄美子様 （新 潟 東）
加藤マサ子様 （新 潟 東）
斉藤　　明様 （新 潟 東）
曽根　　澄様 （新 潟 東）
田川美江子様 （新 潟 東）
三膳　宮野様 （新 潟 東）
山田マツ子様 （新 潟 東）
有元フサヱ様 （佐 渡）
松浦　ミチ様 （佐 渡）
矢田　悦子様 （佐 渡）
植木　人美様 （西 蒲 原）
長田　チヱ様 （西 蒲 原）
久保田千代子様（西 蒲 原）
栗原佐喜乃様 （西 蒲 原）
佐々木悦子様 （西 蒲 原）
捧　よしの様 （西 蒲 原）
清水　静江様 （西 蒲 原）
清水　房子様 （西 蒲 原）
杉山キヱ子様 （西 蒲 原）
杉山　寛子様 （西 蒲 原）
多賀　映子様 （西 蒲 原）

速水　登代様 （三 条）
浅野　光子様 （見 附）
小黒　一枝様 （見 附）
室橋　礼子様 （見 附）
飯塚　　正様 （長 岡）
小黒　淳子様 （長 岡）
西　　紀子様 （長 岡）
瀬沼日出子様 （小 千 谷）
阿部マリ子様 （小 出）
小林　ミヨ様 （十 日 町）
関　　フミ様 （南 魚 沼）
豊島三千江様 （南 魚 沼）
渡辺紀代子様 （南 魚 沼）
小山　春美様 （柏 崎）
若月フミ子様 （柏 崎）
飯村ヒロ子様 （直 江 津）
市村　徳和様 （直 江 津）
小日向アツ子様（直 江 津）
瀬下レイ子様 （直 江 津）
瀧澤　絹子様 （直 江 津）
永田　邦子様 （直 江 津）
梁瀬　礼子様 （高 田 新 井）
田辺ミエ子様 （東 頸 城）
西山シズ子様 （東 頸 城）
川原美津江様 （糸 魚 川）

長谷川千代見様（西 蒲 原）
本多　定子様 （西 蒲 原）
本多　昭司様 （西 蒲 原）
山口カノイ様 （西 蒲 原）
吉田千代美様 （西 蒲 原）
渡辺　久美様 （西 蒲 原）
前川　光江様 （中 東）
吉田　静枝様 （中 東）
吉田　輝代様 （中 東）
池田　順子様 （新発田北蒲）
清野　ケイ様 （新発田北蒲）
長浜　サイ様 （新発田北蒲）
松本　康子様 （新発田北蒲）
嵐　　照子様 （村 上）
池田萬千代様 （村 上）
小島美重子様 （村 上）
小林　悦子様 （村 上）
五十嵐美保子様（加 茂）
小林　幸子様 （加 茂）
小林美枝子様 （加 茂）
佐藤　澄子様 （加 茂）
本間　　淳様 （加 茂）
大竹　紀子様 （三 条）
貝沼　千代様 （三 条）
金子　淑子様 （三 条）

給付項目 件数 給付金額（円）
1. 火災見舞金 0 0
2. 災害見舞金 0 0
3. 死亡弔慰金 0 0
4. 配偶者死亡弔慰金 0 0
5. 傷病見舞金（7日以上入院） 2 40,000
6. 慰労金 1 100,000
7. 退職慰労金 0 0

計 3 140,000

●共済会　給付金
　　（請求期限：事由発生から6ヶ月以内）

※総合福祉共済の特別給付金の支払い迄には、
1ヶ月〜1ヶ月半かかります。ご了承ください。

給付項目 件数 給付金額（円）
1. 配偶者死亡弔慰金 0 0
2. 子供死亡弔慰金 0 0
3. 入院療養見舞金 1 20,000
4. 長寿祝金 0 0
5. 結婚祝金 0 0
6. 第 1子誕生祝金 1 40,000
7. 子供誕生祝金 0 0
8. 銀婚祝金 0 0
9. 金婚祝金 2 100,000
10. 古希祝金 0 0
11. 還暦祝金 1 10,000
12. 人間ドック補助金 4 40,000

計 9 210,000

平成23年度　各種給付状況（5月） ●全美連総合福祉共済　特別給付金
　　（請求期限：事由発生から1年以内）

平成22年6月19日～平成23年3月31日
組合加入者、新組合員です。よろしくお願い致します。

支部名 店　舗　名 氏　名 店　舗　住　所

新潟東

ヘアーサロンソレイユ 残熊　洋子 新潟市中央区山二ツ 1 − 6 − 16
ビューティ明花 吉田由貴子 新潟市東区藤見町 2 − 4 − 16

アンティム 小林　政孝 新潟市東区牡丹山 5 − 505 − 3

Ka・ci・ko　HAIR 蒲沢　利寛 新潟市中央区美咲町 1 − 9 − 46
　パークハイツ美咲

grapefruitmoll 中尾まり子 新潟市中央区紫竹 1 − 17 − 9

中　東 サブステージ ㈱ Sab・stage
広川　和人

五泉市三本木早出 3026
　キューピット三本木店

三　条
Hair Design MoMO 松平　晶代 三条市本町 4 − 1 − 13
hair&make INNO 内藤　　尚 三条市直江町 1 − 5 − 12

hair BRAN 古川原昌樹 三条市西本成寺 2 − 4 − 14
長　岡 POLe 佐藤　真理 長岡市上除町西 1 − 413 − 1
十日町 Hair Produce Wis 上原　愛子 十日町市西本町 3
直江津 ヘアースタジオ witch 塚田小百合 上越市大潟区土底浜 1055 − 1

高田新井 カリフ 笹川由美子 上越市春日山町 3 − 1 − 21
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（昭和43年 7 月 2 日第三種郵便物認可）　第673号美　容　に　い　が　た平成 23 年 6 月 20 日（3）

　このたびの東日本大震災で被災されました方々に、心よりお見舞い申し上げ
ます。皆様の安全と一日も早い復旧、復興をお祈り申し上げます。私の住む三
条も七年前に水害で大変な思いをし、大勢の方からいろいろ助けて頂き、とて
もありがたく感謝申し上げます。
　こんな時こそ、自分も何かお手伝いしたいと思い、前から、被災者支援セン
ターに組合員としてお願いしていた所、数日前に七人の先生方と一緒に、約二
時間位カットをしてまいりました。
　被災して約二ヶ月半位たち、今、こちらに居られる方は、高齢者の方が多く
見られます。
　少しお話をお聞きすると、やはり「何時帰れるかわからない」と言う言葉が
印象的でした。これから、梅雨に入る時期ですので、皆様のご健康を心からお
祈り申し上げます。
 三条支部　Ｙ・Ｋ

ビューティーコラム
※ZENBI�6 月号より転載

　平年よりも遅い梅雨入り、気が付けば6月後半、もう一年の半分が終わってしま
います。特に、この3ヶ月は、事態が好転しないまま、ただ時間だけが過ぎていき、あっ
という間だったと感じている人が多いと思います。国として、被災地復興の為にも、
自粛ではなく普段通りを取り戻し、経済を沈滞させない方向で進もうとしている一
方で、真夏の電力不足対策での節電を要求し、役所のサマータイム導入を始め、様々
な事業所、工場等での休日、勤務時間シフト変更等の遣り繰りが行われています。
　しかし美容室においては、当初の計画停電予定時に、営業時間の変更、勤務時間
の変更や休業、予約受付の工夫等の様々な対策も、結局計画停電中止で空振りに終
わった経験から、この夏は大きな対策を打出しにくいのが実状です。その分、日常
業務での細やかな工夫での節電を行うところが多いと思われます。一方で、前半の
集客減を取り戻す為に営業時間を伸ばしたい本音はありますが、国としての方向性
ですから、必要以上の営業時間、ダラダラした無駄な練習時間なども、世間から許
されにくくなり、短縮傾向に成らざるを得ないと思います。今後も電力事情は直ち
に解決するとは思えませんから、これは節電ではなく、当たり前と考えなければい
けないのかもしれません。そうなると営業としては、お店の都合と受取られない中
での顧客の効率の良い来店、その為の予約の工夫や施術時間の短縮、同時にスタッ
フには効率の良い練習での上達と速やかな売上貢献が求められます。あくまで、お
客様の満足の上でのことですが・・・・。
　あれこれ考え、悩んでいるうちに今度は、あっという間に年末になってしまいます。
速やかに、でも焦らずに労務問題や作業効率なども含めた節電や営業の問題を考え
ていきましょう。

■ 節電と営業

株式会社��野田 三条　0256-32-0974
新潟　025-286-8455



美　容　に　い　が　た （昭和43年 7 月 2 日第三種郵便物認可）　第673号平成 23 年 6 月 20 日 （4）

組
合
だ
よ
り

償 還 期 限 基準利率 特別利率A 特別利率C 特別利率F 償 還 期 限 基準利率 特別利率A 特別利率C

5年以内 2.15 1.75 1.25

1.85

12年超 13年以内 2.85 2.45 1.95

5年超　6年以内 2.25 1.85 1.35 13年超 14年以内
2.95 2.55 2.05

6年超　7年以内 2.35 1.95 1.45 14年超 15年以内

7年超　8年以内
2.45 2.05 1.55

15年超 16年以内 3.05 2.65 2.15

8年超　9年以内 16年超 17年以内
3.15 2.75 2.25

9年超  10年以内 2.55 2.15 1.65 17年超 18年以内

10年超 11年以内 2.65 2.25 1.75 18年超 19年以内
3.25 2.85 2.35

11年超 12年以内 2.75 2.35 1.85 19年超 20年以内

区 分 適用施設設備等

基 準 利 率 設備資金（非組合員に適用）運転資金（返済期間：7 年以内）

特別利率A 振興事業運転資金（標準営業約款登録営業者）

特別利率C 振興事業設備資金（組合員に適用）

特別利率F
生活衛生関係営業経営改善資金特別貸付（無担保・無保証融資）
設備資金（返済期間：10年以内　据置期間：２年以内）
運転資金（返済期間：７年以内　据置期間：１年以内）

生活衛生資金貸付利率一覧表 （適用日：平成23年 6月 9日、年利：％）

一定の会計書類を備え、「振興事業に係る事業計画書」を策定し、組合の確認を受けた場合、利率が引下ります。
　ア．設備資金：特別利率Ｃ　→　特別利率Ｃ− 0.15％
　イ．運転資金：基準利率　　→　基準利率　− 0.15％

「一定の会計書類」とは…（1）原則、税務署の収受印のある「青色申告書」
　　　　　　　　　　　　（2）白色申告者の場合は「白色申告書」
　　　　　　　　　　　　（3）決算実績がない営業者又は開業予定者は「創業計画書」

7月 4日（月） レベルアップセミナー(国家試験対策) 長岡会場

 　　　　 〃 　　　　（着付初級・中級） 長岡会場

11日（月） 第2回理事会 理美容会館

 レベルアップセミナー(国家試験対策) 長岡会場

 　　　　 〃 　　　　（着付初級・中級） 新潟会場

12日（火） 経営特別相談員研修 新潟ユニゾンプラザ

㈶理容師美容師試験研修センター北陸ブロック事務所が閉鎖さ
れ、平成23年4月以降の国家試験及び管理美容師に関する申
込・問い合わせ先等が下記の通り変更になりました。

㈶理容師美容師試験研修センター本部
〒135-8507	 東京都江東区有明3丁目7番26号
	 有明フロンティアビルＢ棟9階
	 TEL　03−5579−0211（代表）　FAX　03−5579−0511
	 免許、再交付等担当（直通）　TEL　03−5579−0911

お知らせ

　東日本大震災の復興支援の一環として、美容にいがた４月号にお

きまして、美容用品の提供お願いをいたしましたところ、県下から

心のこもった、たくさんの品物が届きましたこと、深く感謝申し上

げます。

　シザー（カット２９本、セニング１２本）をはじめ、ドライヤー９台、

アイロン６台、コーム、タオル、ロッド、その他セットいすや速進器等、

様々な美容用品を、今回は岩手県美容組合宛にお送りしました。

　被災地ではまだ、店を構え、営業を再開するにはまだまだ時間が

かかりそうとのことですので、引き続き美容用品の提供をお願い致

します。

　お店で使わなくなったもの（使用可能なものに限ります）で結構

です。

　ぜひご提供をお願い致します。組合事務局までお送り下さい。

　組合員皆様方のご理解とご協力を宜しくお願いします。

組合員の皆様へ

☆シザー（カット用・セニング用）
ドライヤー等美容用品☆

　　　　　　★送付先：〒951-8106　新潟市中央区東大畑通1-490-13

　　　　　　　　　　　　　　　　　新潟県美容業生活衛生同業組合

　　　　　　　　　　　※組合本部へ直接お送りください。

★随時受付中！！　取りまとまり次第、各県へ送ります。

　千年に一度と呼ばれる未曾有の大災害から早くも3ヶ月が経過しようとし
ています。この約3ヶ月間、義援金、ボランティア、節電等々出来る範囲内で、
協力を惜しまず組合員の皆様もお過ごしの事と思います。スイッチ一つで事足
りてしまう、便利なエネルギーを文明の恩恵だと言う意識が希薄になりつつあ
った昨今、この電気というエネルギーがもしも止まってしまったら、私共の業
に暮らしにとっては、もはや致命的と言っても過言では無い事は明らかではあ
ります。この夏の電力需給不足を招かぬ様に、昨年より心がけている事があり
ます。それは当店のショーウィンドーは開口部が広く、良く言えばとても明る
く、悪く言えば西陽が当りっぱなしの暑〜い店内の陽射しを遮るために「緑の
カーテン」としてゴーヤーを植えてみた所、視覚的に鮮やかで体感的にも涼し
くて、これがすこぶるよいのだ !! お手入れの楽さも特筆もので、さらに実った
果実は副産物として食用にも可能で「節電」もできて一石何鳥も間違い無しな
ので今年も植えてみました。今からでもまだ「緑のカーテン」は間に合うと思
いますので、ゴーヤーに限らず、へちまや、夕顔等、思った様な苗で結構だと
思いますので皆様もいかがでしょうか !? 乱文ついでに一首

　西
に し び

陽差す軒に手
た う

植えし苦瓜の苗すくすくと天
そら

へ伸びゆく
� 新潟東支部　Ａ・Ｓ

節電のススメ


